
令和７年度大阪大学大学院人間科学研究科 
博士前期課程入学試験＜一般＞（冬期）出題の意図 

試験 

科目 

専門科目 B 
講座  研究 

分野 
 

（行動学系）      

（  ２   枚中の  １   枚目） 
 
1.（基礎心理学） 
実験心理学の各分野で必要な知識とそれを適切に記述する能力を有するかを確認する。 
 
2.（基礎心理学） 
研究分野において必要な心理学の知識を尋ねる問題である。 
 
３.（社会心理学） 
社会心理学分野の代表的なテーマに関して，その英語論文を読解する力と応用的な考え方ができるかを
確かめた。 
 
４,（社会心理学） 
社会心理学分野の基礎的な知識を有しているか確かめた。 
 
５.（臨床死生学・老年行動学） 
臨床死生学·老年行動学の研究を行うのに必要な英語力を評価するための問いである。 
 
６．（臨床死生学・老年行動学） 
臨床死生学・老年行動学で必要とされる基礎的な知識を習得しているのかを問う問題を設定した。 
 
７.（環境行動学） 
環境行動学の射程にある「生活環境学」，「環境工学」，「環境社会学」の専門用語や専門的な概念を的確
に把握し，また具体例等を用いながら，事象の本質を捉えつつ論理的に説明できるかどうかを評価する
ことを意図して出題した。 
 
８．（環境行動学） 
環境行動学の射程にある「生活環境学」，「環境工学」，「環境社会学」の専門用語や専門的な概念を的確
に把握し，また具体例等を用いながら，事象の本質を捉えつつ論理的に説明できるかどうかを評価する
ことを意図して出題した。 
 
９．（発達認知科学）  
発達で頻繁に議論される遺伝か環境かという問いの基本的な理解と知識を有しているかどうかを問う。
同時に，近年乳児期の知見が蓄積されている道徳性の発達を議論させることにより，近年の発達科学の
動向を把握しているかどうかも確かめる。 



令和７年度大阪大学大学院人間科学研究科 
博士前期課程入学試験＜一般＞（冬期）出題の意図 

試験 

科目 

専門科目 B 
講座  研究 

分野 
 

（行動学系）      

（  ２   枚中の  ２   枚目） 
 
１０．（発達認知科学）  
発達心理学の基礎知識を有しているかどうかを問う。 
 
１１．（行動統計科学） 
行動統計学研究分野において必要な統計学の基礎的な知識を問う問題である。 
 
1２．（行動統計科学） 
行動科学において代表的な多変量解析法の基本的な知識と，2 つの手法間の類似点および相違点を見つ
けるという研究を行う上での基本的な能力を有しているか，さらに，それらを適切に記述する能力を有
しているかを確認する。 
 
  
 


